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メタンは重要な温室効果ガスの一つであり、大気中の一
酸化炭素の0.5%の量であるが、温室効果は二酸化炭素の20倍である。大気中のメタン
濃度の増加率は1970年代後半と1980年代初期に当たり1%強の最大値を示したが、
1990年代初期以降顕著に低下し、 1999年から2005年までorこ近い（IPCC/AR4）。メタ
ンのソースとシンクは、ソースは地表面であり、シンクは対流圏のOHラジカルによる酸
化であるため正確に観測することが困難である。
一般的にメタンの発生は、湿地や水田など嫌気的環境で発生すると考えられた。しか
し、 Keppleret al. (2006）はチャンパー内実験によって10種類以上の植物が好気的環
境でメタンが発生していることを確認した。Houwelinget al. (2006）やBousquetet al. 
(2006）はTM3シミュレー ションとscanningImaging Absorption spectroMeter for 
Atmospheric ChartographY (SCIAMACHY）のメタン分布を比較し、水田や湿地におけ
る既存の放出量が過大評価され、また、熱帯雨林では過小評価されたことが分かつた。
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衛星データによるメタンのソース源の特徴抽出
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本研究ではグローバルメタン濃度分布を調べるためにSCIAMACHYデータを用い
た。2003年から2010年まで8年間のメタン濃度を用いて陸域と海域を分けて解析した。8年間の睦域のメタン；聾度は2005年から赤道を中
心に増えていることが分かつた。8年間の平均海域メタン濃度で、は、 10月のN18。付近で、メタンの最大濃度が観測された。海域ではメタンが
発生しないため陸域からの移流によって広がった結果であると考えられる。また、陸域メタン濃度から海域メタン濃度を引くことによって、
単純な陸域のメタン濃度からは区別できない陸域の絶対的温度変化を調べることができた。その結果、東南アジアの水田域、北半球高緯
度の湿地、南アメリカとアフリカ中部の熱帯雨林域でメタンの発生が確認できた。しかし、同じ植生域であっても高緯度で‘はメタンの発生
が見られない。今後の課題としては、森林域でメタンの発生に影響を及ぼす降水量や地表面温度を用いて発生要件を調べる必要がある。
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